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◇
９
月
16
日
〜
10
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

18
日（
水
）▽
合
川
地
区
敬
老
式(

合
川
体
育
館)

19
日（
木
）▽
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
役
員
研
修
会(

味
処
さ
ざ
な
み（
合
川
）)

20
日（
金
）▽
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
北
秋
田
地
区
総
決
起
集
会(

北
欧
の
杜
公
園)

22
日（
日
）▽
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
29
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ

ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
後
夜
祭(

北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー)

25
日（
水
）▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
保
存
整
備
事
業
実
行
委
員
会
設
立
総
会
、伊
勢
堂
岱
遺

跡
保
存
整
備
事
業
承
認
書
贈
呈
式(

第
二
庁
舎)

▽
森
吉
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
東
北
大
会
優
勝・全
国
大
会
出
場
報
告(

本
庁
舎)

26
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見(

本
庁
舎)

27
日（
金
）▽
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！
北
秋
田
市
選
手

団
壮
行
会(

コ
ム
コ
ム)

１
日（
火
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
佐
藤
高
博
氏
委
嘱
状
交
付
式(

本
庁
舎)

２
日（
水
）▽
北
秋
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑(

本
庁
舎)

３
日（
木
）▽
秋
田
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
50
周
年
記
念
式
典(

秋
田
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル)

４
日（
金
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
ほ
か
秋
期
合
同
要
望
活
動

(

能
代
河
川
国
道
事
務
所)

▽
北
秋
田
市
商
工
会
市
長
と
の
懇
談
会(

本
庁

舎)

５
日（
土
）▽
鷹
巣
東
小
学
校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
式
典(

同
校
体
育
館)

▽
お
さ
る

べ
元
気
く
ら
ぶ 

殿
様
御
前
２
０
１
９(

旧
長
岐
家
住
宅)

▽
鷹
巣
東
小
学
校

創
立
１
４
０
周
年
記
念
祝
賀
会(

栄
公
民
館)

６
日（
日
）▽
日
本
警
察
犬
協
会
秋
田
県
支
部 

奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定

競
技
会
開
会
式(

空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地)

▽
第
２
回
北
秋
田
市
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
記
念
大
会
開
会
式(

コ
ム
コ
ム)

７
日（
月
）▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
最
終
日(

議
事
堂)

８
日（
火
）▽
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
秋
田
県
協
議
会 

総
会(

ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ) 

▽
秋
田
県
道
路
利
用
者
会
議
総
会(

ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ)

９
日（
水
）▽
元
鷹
巣
町
消
防
団
分
団
長
佐
藤
政
美
氏
高
齢
者
叙
勲
伝
達
式(

本
庁
舎) 

▽
北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会(

コ
ム
コ
ム)

10
日（
木
）▽
第
１
７
３
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会(

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル)

11
日（
金
）▽
全
国
地
域
安
全
運
動
出
動
式(

北
秋
田
警
察
署
駐
車
場)

　
ま
た
、
20
日
以
降
は
新
た
に
秋
田
県
や

県
内
市
町
村
と
合
同
で
、
同
じ
く
大
き
な

被
害
が
あ
っ
た
角
田
市
に
お
い
て
、
罹
災

証
明
発
行
に
係
る
家
屋
の
被
害
認
定
調
査

お
よ
び
ゴ
ミ
集
積
所
運
営
な
ど
の
応
援
業

務
に
計
４
名
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
災
害
地
で
の
援
助
に

あ
た
っ
た
職
員
か
ら
は
、
地
滑
り
や
崖
崩

れ
な
ど
山
間
部
ほ
ど
被
害
は
甚
大
で
、
避

難
が
遅
れ
た
住
民
が
被
害
に
遭
わ
れ
て
お

り
、
早
期
避
難
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
な
ど
の
感
想
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

令
和
元
年
台
風
第
19
号
被
災
地
職
員
派
遣

　
　
　
　
　     

〜
宮
城
県
丸
森
町
、
角
田
市
に
派
遣
〜

　
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
日
本
各

地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
令
和
元

年
台
風
第
19
号
に
よ
る
災
害
対
応
と
し

て
、
13
日
よ
り
、
緊
急
消
防
援
助
隊
秋
田

県
隊
は
、
大
規
模
な
浸
水
被
害
や
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
で

救
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
市
消
防
か
ら

は
、
消
防
車
両
２
台
と
６
名
が
出
向
し
、

主
に
孤
立
し
た
住
民
の
救
助
活
動
と
住
居

内
検
索
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

　
10
月
16
日
か
ら
は
第
二
次
秋
田
県
隊
が

派
遣
さ
れ
救
援
活
動
を
継
続
し
、
10
月
18

日
に
任
務
を
終
了
し
ま
し
た
。

▲丸森町では署員による行方不明者の捜索活動

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.４0ＮＯ.４0

マタギの地酒祭り

★
　 何をしている会社？

　新しく道路や橋を造ったり直したりする土木工
事、天然素材を利用した健康的な住宅や公共の建
物などを建築する工事、古くなった家や建物を解
体する工事をしています。
　また、産業廃棄物等の受入れや再利用、砕石・
土砂・建設機械等の運搬、冬期間は除排雪も承っ
ております。

　 会社のアピールポイントは？

　経験豊富な社員が、安全で安心な施工を心掛け
ています。また、産業廃棄物を受入れ、広い敷地
内にある施設で処理をして再資源化し、製品とし
て利用または販売もしております。積極的に環境
保全に力を入れております。

朝日建設株式会社

【会社概要】
◆所 在 地 北秋田市脇神字
 平崎川戸沼12‐7
◆主な事業 土木・建築・解体工事
　他、リサイクル事業、運送事業など
◆従業員数 30名
◆電話番号 0186‐62‐3830

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業
Vol.31

石川　
みずき

瑞輝(１９才)　

七座浄水場南鷹巣団地

本社事務所

　今年の４月に入社し、今は
現場代理人見習いとして、様
々な業務に従事しています。
将来的には資格を取得して現
場代理人になれるよう勉強中
です。先輩から学んだ事を活
かし、声を掛け合いながら安
全第一に仕事を頑張ります。

若手社員
の声

若手社員
の声

　「秋田はお米とお水がおいしいから、日本酒

もおいしいですよ！」と北秋田市に初めてきた

とき言われたことが印象に残っています。

　出身のアメリカでは、飲酒解禁年齢は21歳で、

その21歳の誕生日を盛大に祝うのが普通です。

自分はそのとき、大学で日本語を専攻していた

頃なので、日本に興味を持っている同級生と日

本酒を飲むことにしました。海外で選択肢が少

なかったからか分かりませんが、どうもそのと

きの日本酒は口に合いませんでした。

　そういう先入観を持ちながら、北秋田にやっ

て来た私はそのお勧めを素直に受け止められな

かったので、秋田の美味しい日本酒が印象に

残っています。

　そんな私が出会っ

た美味しいお酒の印

象といえば、９月に

開催された「第１回

マタギの地酒祭り」

に参加して、マタギ

の里の醸造所が作っ

たどぶろくをいただ

いたことです。今回、初めて飲んだわけではあ

りませんが、日本酒とまた違う、深い美味しさ

を持っていると改めて実感しました。

乾杯！

▲角田市に10月20日から金田栄主任（左から）、
奈良田和真主事を派遣。加えて、24日から高
堰光樹主査、11月1日から金田陽平主任の計４
名を派遣。派遣期間はいずれも6日間。


